
基礎分野

科学的思考の基礎

開講時期 1年　前期 担当教員
担当教員の
実務経験

有 ・ 無

チェック欄

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

倫理学 単位数

西洋と東洋の医療倫理の歴史について

脳死と臓器移植について

安楽死と尊厳死について（グループワーク）

終末期医療について

授業計画

小丸　検造

インフォームドコンセントについて

人体の資源化・商品化について（グループワーク）

再生医療について

区分１ 授業科目名
1単位

（２０時間）

道徳と倫理について

◆実務経験の内容
日本赤十字社長崎原爆病院に臨床検査技師として42年間勤務。医療安全委員やハラスメント委員を経験し、医療事故やパワ
ハラ問題を審議した。その中でインフォームドコンセントの重要性や宗教的倫理の現実などを顧問弁護士を交えて慎重に対処し
た。また、新興感染症のコロナウイルスによる世界的流行（パンデミー）を医療従事者として経験し病者との共生のあり方を学ん
だ。

◆授業の目的・目標
生命に関わる問題を幅広く取り上げ医療倫理をできるだけわかりやすく講義する。また、テーマに応じてグループワークを行い
意見交換を行いながら医療倫理の考え方を確認する。

◆授業の概要・授業方針

授業にあたっては、倫理学の教科書（テーマで読み解く生命倫理）に沿って講義を行う。また、テーマに応じて副材も用いる。

◆テキスト・参考資料等 ◆成績評価の方法

テーマで読み解く生命倫理、その他倫理に関わる教材 前期試験（筆記試験）

感染症の歴史について

環境倫理について


